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ンター、2008 年 7 月号）は、線引き制度を
いかに扱うかなど、今回の検討課題がどこに
あるかを示すなど、興味深い内容となってい
る。その背景には、人口減少社会の到来や景
観法や地球温暖化問題への対処などの新たな
課題がある。「市町村の役割を前提に都市計画
を考える」ことを基本としつつも、分権的な
仕組みを導入することがかえって予定してい
ない望ましくない効果をもたらさないように
する配慮が求められている。 
 
 地方分権改革が進むなか、大都市、中小都
市と町村の規模の格差を前提に、どのような
分権改革が望ましいかという厳しい議論が浮
上している。地方分権改革推進委員会の委員
でもある露木順一開成町長の「分権改革で問
われる町村の気概」『都市問題』（2008 年 8
月）の論考はたいへん興味深い。 
 
